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１　単　　元　　きろくしよう　「かんさつ名人になろう」

２　指導計画（総時数12時間）

３　本　　時（10 ／ 12）

　⑴　目　　標

　書こうとする題材を焦点化し，書くために必要な事柄を多面的に集めたり，語彙や表現技法を

工夫したりして記録する文章を書くことができるようにする。 

　⑵　評価規準

　書こうとする題材を焦点化し，書くために必要な事柄を多面的に集めたり，比喩や擬態語等を

用いたりして，記録する文章を書いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　【書く能力】

　⑶　指導に当たって

　導入では， 観察記録文では書きたいことを焦点化して書く必要があることを，トリックアート

や子どもが実際に書いた観察記録文のモデルと自分が書いた観察記録文を比較させることで気

付かせ，もっと観察記録名人に近づきたいという思いを膨らませていく。

　展開では，まず，虫めがねを用いて，書きたいことを焦点化して観察することのよさを実感さ

せた後，観察メモを使って観察させる。観察メモにまとめさせる際には，観点ごとに色の異なる

付箋紙に書かせることで，多面的に材料を集めることができるようにする。次に，観察メモを基

に，観察カードに観察記録文を書かせる。ここでは，「たとえのことば」や「ようすをあらわす

ことば」を用いて書かせることで，観察メモを膨らませるようにする。また，構成を考える際に

は，観察メモの付箋紙を操作させることで，様々な構成のパターンを試しながら，自分が書こう

とする題材の必要な事柄をより豊かに伝えるための最良の構成を選ぶことができるようにする。

　終末では，数名の子どもの観察記録文を紹介し，称賛することで，本時の学習を振り返らせる

とともに，今後の学習への意欲付けを図る。

授業Ⅰ

２年４組　26名　指導者　　赤　石　裕　樹

国語科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。
　虫めがねを用いて書きたいことを焦点化させたり，語彙表を用いて描写的な言葉を広げたりする
ことは，書こうとする題材の必要な事柄をより豊かに伝えるための手立てとして有効であったか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　　 指導の手立て　※評価
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